
図表44 後発医薬品の備蓄がなかった場合の対応  

（複数回答：薬剤師1人当たり取り扱い処方せん枚数別）  

これを薬剤師数別、平成18年10月における取り扱い処方せん枚数別にみると、薬剤師  

数が多いほど、また、取り扱い処方せん枚数が多いほど、「設問のようなケース（患者が後  

発医薬品への変更を希望したが、患者が希望する後発医薬品の備蓄がなかった場合）はな  

かったノlとの回答が少なくなっていた。  

図表42 後発医薬品の備蓄がなかった場合の対応  

（複数回答：薬剤師数別）  

A 「】  ‘果さめ蓄る息  しめ寄る愚   そ  ス股  無  

計  しん、が後者  ：、、が後者  ．の′′  は開  ∴回  

なにそな葦さ   
か説のか医ん  かよ  
つ明旨つ華が  つう 
たし∴をた晶希  

、息たの望  ケ  
密着僻す   僻ナ   t 

95  243  79  207  9  
A    計   549  17．3％  44．3≠  144％  37．7％  】．6％   

19  40  16  73  

1～2人未潤   135  l／l．1％  29，6≠  11．9l  54二l％  0．7％   
35  92  

2～3人未満   2！8  16．1％  42．2％   

4l  5   

3人以上   193  2l．2％   57．0ヽ   

無回答  3  3：l，3％   

（イ）患者が希望する後発医薬品の備蓄がなかった場合の対応として、「直ちに手配し、変  

更した」場合のその彼の状況  

「後刻、患者宅等に届けた」が弧5％、「後刻、来局いただいた」が54．3％となってい  

る。  

国表45 「直ちに手配し、変更した」場合のその後の状況（複数回答）  

N＝5ヰ9  

0【川 1001 2001 3001 4001 5001 8001 700I  

図表43 後発医薬品の備蓄がなかった場合の対応  

（複数回答：取り扱い処方せん枚数別）  

500～1000枚未満   

1000～1500枚禾渾   

後刻、愚老宅等に届けた  

後刻、兼局いただいた  

ゎ回答  
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3）「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを持参した患者に対する、  

後発医薬品への変更に関する説明  

後発医薬品への変更に関する説明については、「すべての患者さんに説明できている」  

（26．8％）、「ほぼすべての患者さんに説明できているj（42．6％）をあわせると、約7割の  

薬局で説明できているとの回答であった。rほとんどの患者さんに説明できていないj は  

28．1％であった。  

これを薬剤師数別にみると、薬剤師数が多い薬局ほど、患者に対して説明できていると  

の回答が多い傾向にあった。   

一方、薬剤師1人当たりの取り扱い処方せん枚数別にみると、1人当たり取り扱い処方せ  

ん枚数が多い薬局の方が、患者に対して説明できていないとの回答が多い傾向が見られて  

いる。  

図表48 後発医薬品への変更に関する税明  

（複数回答：薬剤師数別）  

国表46 後発医薬品への変更に関する説明  

101  201  3D1  181  501  601  701  801  90I1 100l  Ol  

べ王の扁さんに面魂できている 
ない 

圃表49 後発医薬品への変更に関する説明  

（枚数回答：取り扱い処方せん枚数別）  

これを主な処方せん発行医療機関別にみると、主な処方せん発行医療機関が「病院」の  

薬局の方が、主な処方せん発行医療機関が「診療所」の薬局よりも、患者に対して説明で  

きているとの回答が多い傾向にあった。  

図表47 後発医薬品への変更に関する説明  

（複数回答：主な処方せん発行医療機関別）  
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図表5∩ 後発医薬品への変電に関する説明  

（複数回答＝薬剤師1人当たり取り扱い処方せん枚数別）  

4）患者一人あたりの平均説明時間   

患者1人あたりの平均説明時間についてみると、患者が後発医薬品を選択した場合は「5  

～10分未満」（29▲1％）が最も多く、次いでrlO～15分未満」（24．8％）となっている。   

→方、患者が後発医薬品を選択しなかった場合にはr5分未満」（弧4％）が最も多く、  

次いで「5～10分未満」（36．6％）となっている。  

図表51患者1人あたりの平均説明時間  
N＝5119  

0嶋 101 201 301 401 501 601 TO1 801 gO1 100l  

ノゝ H  いんす  き者ほ  てさほ  1旺  
計  るにべ  

視て  
明の  
でぬ  
き者  
てさ   
147  

合   計   549   26．8％   
20  

300牧夫洒   63   3lご7≠  
30  

300～500枚未欄   123   祁．4％  
86  

500～1000枚未満   310   27．7％   

10  
1000枚以上   50   20．0％   

2  

無回答   3   33．3％  66．7l   

後発医薬品を選択した場合  

後発医薬品を選択しなかった場合  

l・5タほ満臼5⊥i0嘉相田－0～15分未満・－5分以上口無同室F   

なお、患者が後発医薬品を選択した場合の説明時間の平均は9．20分、選択しなかった場  

合の説明時間の平均は4．86分であった。  

国表52 患者1人あたりの平均説明時間  

平均値（分）   標準偏差   中央値   

後発医薬品を選択した場合   9，20   6．71   8．0   

後発医薬品を選択しなかった場合   4．86   3．48   5．0  

以下に、患者1人当たりの平均説明時間に関する、主な処方せん発行医療機関別、薬剤  

師教則、平成18年10月における取り穀い処方せん枚数別、薬剤師1人当たり処方せん枚  

数別の状況を示す。  
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図表55 患者1人当たりの平均説明時間（取り扱い処方せん枚数別）  

（上・患者が後発医薬品を選択した場合、下・選択しなかった場合）  

図表53 患者1人当たりの平均説明時間（主な処方せん発行医療機関別）   

（上・患者が後発医薬品を選択した場合、下・選択しなかった場合）  
合  さ  分5  澗11  上1  ．無  

選択した場合 息者が後発医典晶を・               ＼計  ∴分  兼．卜  ㌻、5．0  ．5  回  
満   

89  160  136  103  61  
合   計   549              16．21  29．1■  24．8t  18．8％  11．1％   

3：l  59  43  28  2l  

病院   184              17．叩  32．1I  23．坤  15．2雪  
75   

診療所   361  
2  

無回答  50．仇   

患者が徴発薩無品を三  骨∴ 一三 
潤沢し冬場含 ‡ 

8  

合   計   549   16．2   

6 15  

50【I掩束濾   59  10．2   

り  
500～1000枚兼潤   阜40  15．7  

21 38 40 a3 13 
1000一－1500一腋東嶺  29．6t  17．0   

て百  
1印0～2000牧夫請  夢2．2事  

32  

200【）枚、ヒ  

無【司答  

患者が後発医薬品を・‡   ノゝ． 、R′、  5   分5  間Il  上，1  ＝ 無   i計∴      ニ来．卜  ∴5・○  ・二5  こ＝＝：向 
選択しなかった場合㍉ 乗ニー 洒仁  三師ごて 、∴0  ∴二分l ＝兼∴  ∴∴針 ー▲■以  て1∴琴   

222   20l  64  14  48  
A   計   549               40．4≠   36．6t  ll、丁ヽ  2．6l  8．7l   

84  

病院   184   4与∴了ヽ  

135  
診療所   36l   37．坤  

3  

無回答   75．Ol  

患者が痩舞医顔晶を二∴  ＝骨・  1ゝ5二  分■5．  間！－ご1   上1「  云．舞    二凍；さ  
遭択しなかっ桓場合二■ナ二三ニニ     こ＝」 チっ■ニ▲j   

222  201  64   14  48  

合   計   549               40．4l  36．6t  11．7l   2．6t  8．7t   
20  

500牧乗闇  3：事．9l   

8D  

500－1000敦夫浦   140   429≠       36≠   9：1ヽ   
7  

豊里嬰二±堅些良妻感        156l   1．5l   5．2≠   
8  

15（叩・－200（）  8l  46．91       2．5ゝ   
4  

200（）放以上  l亭4           3．01   

宰回碁  

国表54 患者1人当たりの平均説明時間（薬剤師数別）  

（上・患者が後発医薬品を選択した場合、下・選択しなかった場合）  

ニニ骨1てさ Jてj壬黙宝；  
君1＝＝  

Jlミニこ1：べ  

89  
合   計  549   16．2％   

24  43   32  16  20  

！～2人禾蒲  35                 178l  3  l．9％  237ヽ  †19ヽ     叩  
24  

2～3人未満  218   
翫  

3人以上  lg3  

無恒1答  33．3l   

食二  ′一 5∴三  分51  満11  1上1  －無 
5 

患者擁頑強暁∴  豆酎  
輯：二 
222  201  64  ‖  48  

合   計   549              40、4l  36．6l  ll．7t  2．6≠  8．7≠   
65  

j～2人未満   1∋5   48：1l   
84  

2～3人未満   218   385l   
26  

声人以上   193  
2  

無l司答  3   33．3％   

32   31  



5）後発医薬品を採用する際に重視している事項  

薬局全体では、「安定供給」（67．4％）が最も多く、次いで「取引医薬品卸での取り接い  

の有無」（57．7％）、「入手、納品に要する時間」（55．6％）となっている。  

図表5了 後発医薬品を採用する際に重視している事項（複数回答）  

N＝549  

0011001200130．O1400150－O1600170018001  

図表56 患者1人当たりの平均説明晴間（薬剤師1人当たり取り扱い処方せん枚数別）  

（上・患者が後発医薬品を選択した場合、下・選択しなかった場合）  

患者が後発医薬品を  骨  5  分5  満Il  ．上1  稗   計′  一分  来i  5 0  5  圃   
選択した場合  未－、 荊㌻  洒1 D  ‡分l ■・‘康  L分． ニノ以  筍∴   

89  ‖和  】36  103  6l  
合   計   54？              川2≠  29．1≠  24．8■  18．8ヽ  ll．1ヽ   

3  

300枚末梢   63   4，8≠   27．0≠  
0   

300～500梗塞滴   123   

81  
卿町㌧建些塵メ湖上、  

8  

川OD捷以上   42．0％  

無回春  33．3も   

t■■■  

触引■■晶■ヤの■リーいの■■  

人事、納品に饗すも鴫M  

小包瞥晶の需■  

t¢■  

メーカーによも惰書縫供の体¶  

メーカーの鯛書・知ち鷹  

野凱利別‖相川州■■けレンジブック）に牧■されていも匪■よ  

簿出憬以外の榊攣釣手－タの積っていも匿■且  

■●のtい■■■  

■網繹裁からの惰書  

会す穐の書書（員櫓え〉  

網お▼の付加雷■のある匪■烏  

モの■  

■白書  

患者が後発医薬品を二  骨  占  鈷  澗Il  上1  無   計  ．1分ノ   ・5 0  二5  回   
選択しなかった場合  兼  

恥；   

222  2【1l  64  14  48  
合   計   549              40．4％  36．G≠  11．7も  2．6ヽ  8．7ヽ   

25  

30（）枚木浦   63   3写．3ち   39．？嵐   
48  

3nO～500枚未満   12き    39，0％   
了ラす   

5（10～10nO枚表題  ユ5．5≠   
丁岳  

●＝－・  

顛匝l答  

※通称「オレンジブック」は医療用医薬品品質情報集を指す。  
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各薬局の後発医薬品への変更率（後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方  

せんを実際に後発医薬品に変更した割合）別にみた、後発医薬品を採用する際に重視して  

いる事項は以下のとおりであるb  

国表58 後発医薬品を採用する際に重視している事項  

（複数回答：後儒医薬品への変更串別）  

（5）医薬品の備蓄状況（平成17年10月および平成18年10月）  

医薬品の備蓄状況については、回答があった635保険薬局全数の状況を示す。  

1）平成1丁年10月の医薬品の備蓄状況（全品目）   

平成17年10月の医薬品の備蓄状況（全品目）についてみると、「700～1000品目未満」  

（2g．6％）が最も多く、次いでr500～700品目未満」（22．8％）となっている。  

国表59 平成17年10月の医薬品の備蓄状況（全品目）  

0ヽ   tO1  20ヽ   301  1Dヽ   50ヽ   80ヽ   70ヽ   80ヽ   90ヽ 101）ヽ  

創汁∴  二∴変更なしご  ・変モ串 

N、，，（％）  ・N ∴（％）  ′N．（％）＝  ・′二▲N∴さ∴（％）  ’N∴∴・J（％）：  ノ‘Nl∴弼）   

合計   549   210   212   40   46   4l   

安定供給   370 掩7．4）  ほ4（如．8）  】45（6乱4）  3¢（75．0）  33（7ユ．7）  28（68．3〉   

取引医薬品卸での取り扱いの有無  317（57．7）  l13（53．8）  129（80．8）  22（55．0）  29（63．0）  24（58．S）   

入手、納品に要する時間   305（55．G）  115（54．8）  129（60．8）  柑（45．0）  27（58．7）  16（39．0）   

′ト包装品の有無   278（50．6）  101（購＝）  115（S4．2）  17（42．5）  24（52．2）  21（51．2）   

適応症   266（48．5）  86（41．0）  119（56．1）  20（50．0）  29（6：l．0）  Ⅰ2（29．ユ）   

メーカーによる情報提供の体制  223（40，6）  85（40．5）  94（44．3）  17（42．5）  16（34．8）  11（26．8）   

医療用医薬品品筑撒報娘（オレンジ ブック）に収赦されている医薬品  211（38．4）  67（3l．9）  86（40．6）  26（65．0）  2】（45．7）  Il（2（；，8）   

メーカーの規模・知名應   213（38．8）  82（39．0）  89（42．0）  17（42．5）  12（26．1）  13（3l．7）   

溶川性以外の科学的データの捕っ ている医薬品  185（33．7）  74（35．2）  73（34．4）  13（32．5）  l（i（34．8）  9（22－0）   

薬価の低い医薬品   98（17．9）  35（16．7）  40（18．9）  9（22．5）  12（26．1）  2 （4．9）   

薬剤師会からの槽報   48 （8．7）  20 （9．5）  18 （8．5）  6（15．0）  2 （4．3）  2 （4．9）   

全規格の有無（品揃え）   47 （8．6）  21（10．0）  19 （9．0）  1（2．5）  3 （6．5）  3 （7．3）   

剤形専の付加価値のある医蒸品  36 （6．6）  13 く6，2）  14 く6，も）  5 く12．5）  2 （4．3〉  2 （4，9）   

その他   20 （3．6）  13 （6．2）  7 （3．3）  

無回答   5 （0．g）  3 （1．4）  1（0．5）  1（2．4）   

1■去○右前妄云【占5品二i盲福亘哀瘡占丁云01j盲品岳盲妄如10占0由戻上占ホ回答1  

2）平成17年10月の医薬品の備蓄状儀（うち後発医薬品）   

平成17年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）についてみると、「20～50品目未  

満」（27．2％）が最も多く、次いで「50～100品目未満」（22．8％）となっている。  

図表60 平成1丁年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）  

O1 101  201  301 101  501  601 101  801  901 t00l  

※通称「オレンジブック」は医療用医薬品品質情報集を指す。  

車両日未扁妄示二盲0孟白兵彿古50－－占i斎自乗満Ii盲0品目以上□無由1  
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3）平成18年10月の医薬品の備蓄状況（全品目）   

平成18年10月の医薬品の備蓄状況（全品目）についてみると、「700～1000品目未満」  

（31．5％）が最も多く、次いで「1000品目以上」（29．3％）となっている。  

図表61平成18年10月の医薬品の備蓄状況（全品目）  

0）i lOヽ   20ヽ   30Ii  401   5D1  60㌔   TO1  80t   901 100ヽ  

また、調剤基本料別、基準調剤加算別の後発医薬品の備蓄状狸周以下の♪おりであったn   

図表63 平成柑年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）（調剤基本料別）  

肌  用ヽ  20ヽ  30ヽ  40＼  SOヽ  6n、 10ヽ  80ヽ  gOl tOOヽ  

b500品目未満B500－700品目未満6＝00－1000品目未満■1000品目以上□無回答【  

満 田30～50 

：ミ：竺昆用≡：：㌶害芸忘  
品目未満 ■50一TO品目未満  

4）平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）   

平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）についてみると、r100品目以上」  

（31．7％）が最も多く、次いで「50～100品目未満」（2臥5％）となっている。  

図表62 平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）  

0ヽ   tOヽ   20ヽ   3【lヽ   40ヽ   5（lヽ   60ヽ   TOヽ   80ヽ   90ヽ   tOOヽ  

図表64 平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）（基準調剤加算別）  

○ヽ  10ヽ  201  30ヽ  ㈹1  50ヽ  60ヽ  †O1  80ヽ  ，0ヽ  tOOヽ  

1書20品目未満820～50品目未満臼50～100品目未満・川吼品目以上口離画  
■10品目未満  E＝0－30品目未満 臼30～50品目未満 ■50～用品日東斉  

田了0－100品目未満QlOO品目以上  口無回苦  
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国表65 平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）  

（主な処方せん発行医療機関別）  

園表68 平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）  

（薬剤師l人当たり取り扱い処方せん枚数別）  

骨  2  未2   目5  d  】瞳  
ぬ  
目Y  
兼  
隋三   

牒  
42  

合   計   635   6．るヽ  ウ   
9  

病院   208   1，きl   
ウウ   

診隠諷＿′＿一  422   
2  

埜回答   5   2【l，0ち    20．8ち    20．0電      18．8t  

1000枚以上   

平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）を薬剤師数別に見ると、薬剤師  

が多い保険薬局ほど、備蓄品目数が多い傾向が見られている。  

図表66 平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）（薬剤師敢別）  
図表89 平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）  

（後発医薬品への変更率別）  

・一ご、1，しぶゝ1ゝ－■－ 、え〉  〉ゝ√て一                ノニて＝ノ・㌍ごノミr＼ここて1■∵′：一、／ご。りてr‡  ＝，ぷ．諸式二      二1】．ゝ・＼ノ  ，惣71      ㌧左ここナざ  
・を‡、：ギニニ 

42   155  181  20l   56  
合   計   635                6．6t   2－I，4t  28．5l  3l．7■   8，8も   

10   60  65  62   14  
変更なし   2り                1丁ヽ   284l  308l    2941  寧．6ヽ  

13    10   40  58  91   
変更中500禾滞   2lワ     189ヽ       61ヽ  

8  

、申5（I－90   10  2．5l     21）．Ol    一＿旦⊇⊥些  
1     ‾‾7盲  

変更中90％以上  3261   
如  

無回答  22．2㌔   

図表67 平成18年10月の医薬品の備蓄状況（うち後発医薬品）  

（取り扱い処方せん枚数別）  なお、平成17年10月と18年10月における、備蓄品目数の平均値および品目数の伸び  

率は以下のとおりとなっている。  

国表了0 医薬品の備蓄状況  

平成17年10月  平成18年10月   

医薬品全品目数  平均値   805．50   870．58  

中央値   750．00   800．00  

うち、後発医薬品の品  70．19   97．64  

目数   中央値   48．00   6乱00   
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囲表71備蓄品目数の平成17年10月から平成18年1∩月にかけての変化率  

（品目数の伸び率）  

（6）後発医率晶へ変更した場合の、保険医療機関への情報提供  

「後発医薬品へ変更可」欄に、処方医の署名等がある処方せんを、1枚以上実際に後発医  

薬品へ変更した薬局（変更割合がわかっている薬局）293薬局における、後発医薬品へ変更  

した場合の保険医療機関への情報提供の状況について調査した。  

1）銘柄等情報の医療機関への情報提供の方法   

薬局全体では、「F∧X」（64．2％）が最も多く、次いで「電言削（31．4％）、r患者さんを通  

じて（お薬手帳）」（29．0％）となっている。  

図表73 銘柄等情報の医療機関への情報提供の方法（複数個答）  

（N＝2，3）  
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その他  

また、平成18年10月における、全備蓄品目数に占める後発医薬品の品目数は、「10％～  

2∩％未満」（30．7％）が最も多くなっている。  

図表72 後先医薬品の全備蓄品目数に占める割合（平成18年10月）  

合  ．8  未5  －21・  ．．2．  －照  
計’  ％＝  L’綱l  、0 0－ニ  ミ0丁  ’1号回 

未  
浦   ご0  

％   
130  184  1！〉5  66  60  

A   計   6：15              20．5も  29．0％  30．7も  10，4ち  9．鳩   

2）銘柄等情報の医療機関への情報提供の頻度   

薬局全体では、「毎日」（39．2％）が最も多く、次いで「次回受診暗まで」（23．5％）とな  

っている。  

図表74 銘柄等情報の医療機関への情報提供の頻度（複数回答）  

（N＝293）   

500Ii  001  1001   20．O1   3001   400ヽ  
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3）情報提供方法・頻度について保険医療機関側から受けた要望・苦情の有無   

情報提供方法・頻度に関する保険医療機関側からの要望・苦情の有無については、「なし」  

（85．7％）、「あり」（11．9％）となっている。  

国表75 銘柄等情報の医療機関への情報提供の頻度に関する保険医療機関側からの要  

望・苦情の有無  

Ot  101  201  ユO1  101  501  801  TO1  80ヽ   gOヽ  100l  

銘柄等情報の医療機関への情報提供の頻度について、「その他」の内容（抜粋）は以下の  

とおりであった。その都度変更するとの回答が多く見られている。  

●【その都度対応】  

・情報提供が生じた時その都度／変更対応した都度、報告／変更の都度。  

・その都度又は1日分を夕方に  

・調剤後、すぐ連絡。  

・後発医薬品に変更した処方せんを受付けた日に情報提供する。  

・変更した当日／その日のうちに医療機関へ情報提供する  

・変更した日にすぐ  

・ほとんど変更はなく、あれば変更の時にその都度  

●【翌日～近日中】  

・受付の都度（翌日）  

・初回1回、変更ごと。  

・半月単位  

・変更後、当日n r翌日までに‥  

・毎日あるわけでなく、変更後2・3日以内に  

・受付後数日以内、必要時に提供  

・情報提出した場合次の日に医療機関へ報告  

●【報告する医療機関によって変更】  

・主なところは必要に応じて、主以外はその都度。  

・近隣医へはその都度電話連絡（次回より後発品で処方記載となっている）広域病院は内  

規により薬情、手帳（患者次回の受診時報告指示）  

●【その他l  

・必要時に情報拒供  

・初回のみ／初回変更時のみ  

・状況、必要に応じて個別に判断  

・変更時点で医療機関に問い合せ。（次回の事も）  

】・なし臼ありロー回答岳  

また、保険医療機関側から受けた要望・苦情の主な内容（抜粋）は以下のとおりである。  

● 【方法、様式についてl  

・連絡はFÅⅠに限る。  

・変更内容をFAXで医療機関にフィード′ミックして欲しい（市立病院）カルテに貼るの  

で小さく記入してほしいとの要望があった。  

・電話にて知らせた所、今後はFA‡でお顔いします、と言われる。  

・A4用紙に処方せんをコピーして、その余白に変更した薬品名を記載してFÅⅩで送付す  

るようにと言われる。  

・00病院より後発医薬品使用連絡表の様式指定がありました。  

・変更の銘柄をFA‡にて回答してはしい。  

・FA‡、手帳など要望どおりに提供  

・病院の業務が複雑にならないように、なるべくFÅXなどの1つの方法に統一してほし  

いと。  

・FA‡、郵送、電話はしないでほしいと云われ、後発品への変更情報は全て薬手帳でと依   

頼された。お薬手帳は患者さんの負担（金額）もあり、強制はできないことを説明し  

たが、今後は皆（お薬手帳を）持つべきだととりあってもらえなかった。  

・それぞれの医療機関側からFAXで電話でと希望があった。  

■ 薬局からの報告の方法が異なること  

・1回目後発医薬品に変更された患者の医薬品の名前や変更された薬品名をFÅⅩし、そ   

の変更された医薬品による副作用など、特になかった場合は、2回目まで同じ変更内  
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容をFAXし、3回目から保険医療機関がその薬を処方せんに直接記載してくる。  

医療機関転に専用の用紙が決められている。これによって基づいて処理  

処方せんコピーに変更内容を記載し、FAXする。  

病院によって対応がまちまちのため、FAXしたために、FAXはいらないと苦情をうけた  

ことはあります。  

文書による情報提供は不要にして、次回診療時にお薬手帳を患者さんに持たせる様、  

要望された病院あり。  

【頻度について】  

週毎でよい、月毎でよい、他  

初めは毎回F人Xをしていたが、医師から変更時のみと指示あり  

事前に連絡がなかったので、次回受診時に患者様より処方医へ、情報提供をお願いし  

たが、即日電話にて病院の受付けの方へ連絡する様に言われた  

月単位にまとめて送ってほしい。  

その都度FAXで、後発品に変更したら送信すること。  

情報提供はそのつど欲しい。  

各患者変更になるごとに（1回の処方せんごとに）情報提出していたら、毎回は必要  

なし、変動こなった疇1回のみでよいといわれた。情報提供文書の様式について処方  

受付日付ごとに記入していたら、患者一人に1枚で記入してはしいといわれた。  

毎回同じ按発医薬品に変更する場合は、報告書は最初の1回のみで十分とのこと。  

医療機関へ情報提供しても、次回もまた同じ処方のため、同じ情報提供を何回も何回  

も行っている。  

何度もいらない  

大学病院は忙しいので、FAXでもその都度、その都度で連絡をもらうのは迷惑と指導  

されました。  

医療機関によって変更時毎にFAXを希望されたり、連絡の必要なしというところなど  

様々。  

変更した場合、毎回フィードバックしてほしい。  

同じ患者、同じ内容なら、初めの1回だけでいい。処方せんの下の空いている欄に、  

変更内容を記載しFAX・手帳のシールを病院用にも1枚患者にもたせ、渡してほしい。  

lその他l  

できるだけ薬剤師会のモデルとなる後発医薬品の変更報告書で情報提供してほしいと  

いう旨  

処方せん枚数が多い医療機関とは今の方法（処方せんに後発医薬品へ変更可）につい  

て話し合い、メーカーの晶ぞろえ等を調べたがほとんどそろっておらず、供給体制も  

悪いので、希望する患者だけという事を話し合い、次回からという事で決めた。  

自身のところで調べるので不要と言われた  

2回目以降処方変更のない場合の情報提供は必要ないのではないか？Dr側も毎回送ら  

れてもすべての患者の分だと混乱をまねく。  

後発医薬品に変更可に署名押印あるにもかかわらず、後発品は信用していないから変  

更しては困るとの苦情あり。署名は病院の方針で行なっていることであり、処方医の  

希望ではないと言われた。  

情報提供はいらないと断わる医師。  

電子カルテの場合、後日変更した医薬品のカルテへの変更はできないとのこと。  

r‡18．6月後発品変更可の欄に医師のサインがあったので後発の医薬名に変更し、病院  

に報告したところ、薬剤部より電話があり、新しく来た先生なので（病院の規定をよ  

く知らないので）出したが、その病院は後発変更しないと言われ、その次は、先発品  

で処方した。  

調剤薬局より変更した商品名、規格、患者名を医療機関に電話するが医療職閏は変更  

する義務なし、いつまでも変更しないので薬局で管理しなければならない。  

希望者のみ院外処方されている病院で、連絡をどのようにすればいいのか院内のいろ  

いろな部所でたらいまわしにされ、医師には医事課に連絡がいけばいいことだと言わ  

れた。  

医療機関が血管外科専門の為、薬品の血液中の溶解度等が、先発晶と比べた場合劣っ  

ているとの事で使わない。  
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（7）後発医薬品の使用状況（平成18年10月23日～29日の状況）  

後発医薬品調剤情報票（様式2）を返送いただいた施設における、後発医薬品の使用状況  

を調査した。   

「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、かつ実際に後発医薬品に変更し  

たものとして回答があった処方せん（N＝1，032）における処方せん1枚当たりの薬剤料につ  

いて、「100点未満」の割合は、記載銘柄により調剤した場合よりも、実際に調剤した場合  

の方が高く（それぞれ24．3％、34．5％）、「1000点以上」の割合は、記載銘柄により調剤し  

た場合よりも、実際に調剤した場合の方が低く（それぞれ23．9％、17．7％）なっており、  

実際に調剤した薬剤料の方が全体的に低くなっている。  

国表76 記載銘柄により調剤した場合の薬剤料と、実際に調剤した薬剤料の比較  

0ヽ  201  101  60ヽ  801  tOOl  

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に調剤した薬剤料の割合の分布に  

ついてみると、「80％以上」（36．5％）が最も多く、次いで「60～80％未満」（25．1％）、「40  

～60％未満」（23．4％）となっている。  

図表78 記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に調剤した薬剤料の割合の  

分布  

記駐輪柄により臍剤した薬剤料  
（N＝1032）  

実軌こ鯛剤した薬剤料  
（N＝1031）  

l・l占盲点束姦盲う占0一妄00由i占50占－tふ0ふ点末女if占00点以上【   

また、記載銘柄により調剤した場合の処方せん1枚当たり薬剤料の平均が839．47点、実  

際に調剤した処方せん1枚当たり薬剤料の平均が605．72点となっている。   

さらに、記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に調剤した薬剤料の割合  

を処方せんごとに計算すると、平均で65．91％となっている。  

図表77 後発医薬品調剤の状況  

839．47  1．457．95   

実際に調剤した薬剤料（B）（点）   605．72  1．108．01   

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める実際   
65．91   23．29   

に調剤した薬剤料の割合（B／A）（％）   平均値  標準偏差  記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（A）（点）  
※（注）後発医薬品に変更された医薬品および変更されない医薬品を含めた、処方せ   

ん1枚当たりの薬剤料を計算したもの  
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6．まとめ  

「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局の割合  

は全体の薬局の8割を超えているが（図表14）、そのうち、実際に後発医薬品に変更し   

た薬局の割合は約5割であった（図表20）。  

「後発医薬品へ変更可」欄に処方医の署名のある処方せんの割合は、全体の処方せんの  

17．1％（図表12）、そのうち実際に後発医薬品に変更された処方せんの割合は5．7％で   

あった（図表13）。   

r後発医薬品への変更可」に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局において、   

後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、実際に後発医   

薬品に変更した処方せんの割合が5％未満（78薬局）から、90％以上（41薬局）まで、薬局   

ごとにばらつきが見られた（図表27）。   

平成18年10月に、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを1   

枚以上取り扱った薬局における、患者が後発医薬品への変更を希望したが、処方せんの  

「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がなかった場合の対応として、r設問の   

ようなケースはなかった」は44．1％、rその旨を患者さんに説明の上、変更しなかった」   

は34．1％、「処方医に照会し、了解を得て変更した」は23．7％であった（図表35）。   

平成18年10月に、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを1   

枚以上取り扱った薬局における、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある   

処方せんを持参した患者に対する後発医薬品への変更に関する説明は、全薬局のうち約   

7割の薬局において、「すべての患者さんに説明できている」または「ほぼすべての患   

者さんに説明できている」であった（図表46）。   

平成18年10月に、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを1   

枚以上取り扱った薬局における、患者一人当たりの平均説明時間は、患者が後発医薬品   

を選択した場合は9．20分、選択しなかった場合は4．86分であった（図表52）。   

実際に後発医薬品へ変更した場合の保険医療機関への情報提供について、薬局が保険医   

療機関側から受けた要望・苦情の内容として、調剤した銘柄等の情報は毎回は不要（調   

剤した後発医薬品の銘柄が、前回の後発医薬品の銘柄から変更された場合のみでよい）   

の旨が複数見られた。   

実際に後発医薬品に変更された処方せんについて、実際に調剤した薬剤料は、記載銘柄   

により調剤した場合の薬剤料の65．9％となっており（図表77）、薬剤費の圧縮率は   

34．1％であった。また、記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に調剤し   

た薬剤料の割合が80％以上である処方せんは全体の36．5％であった（図表78）。  

さらに、各薬局の後発医薬品への変更率（後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等が  

ある処方せんを実際に後発医薬品に変更した割合）別にみた、記載銘柄により調剤した場  

合の薬剤料に占める、実際に調剤した薬剤料の割合の分布は以下のとおりであった。  

図表79 記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に調剤した薬剤料の割合の  

分布（後発医薬品への変更率別）  
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後発医薬品の使用状況調査  ［亘亘□  
「後免■霹晶へE王可」欄に処方匿の■名書がある処方せんを挿蓼  

した患書さんに対して，牡彙匿瘍晶へのt王に即ナるt稔明をしてい  

ますか   媒1つだけ遭択  

1十べての悪者さ′しに脱明できてし、る  

2 ほ：三十べての剋者さんに脱明できてし、る  

3 ほとんどク）悪者さんに説明できていない  

■暮1人あたりの ．妻■■●◆慶事さんが址免匿黒鳥を遭択した場合 山…  

平均投網噌間七  ：・・・◆■書さんが醜彙は晶モ遥択しなかった鳩舎・．…  
※おおよモの柿間甘で檜すでナので．お書え瞥お■いいたしfす．  

約（  J分  

◆ 約（  ）分  

1慢憬用鑑張品品汀惜搾耀（オレンノブック）に収載さ九てい引左鎧品  

ヱ 裔出†壬以外の円苧的データグ）捕っている憧基品  

3 應¢堰  4 爪形筍FJ付加低値クノあう信産品  

5 取引医妬品卸でのmり倣いの有舞    6 入手、納品に要十乙時間1  

T 安定U与ヰ台  £ 全鮎撤の丁子事【品揃え1  

9 小包盗品の有責  10 メーカーに上引蒜触提供の体制  

‖ メーか－の硯岐・知名度  12 茄剤腑皇からの†肯報  

ほ∴勢臨の鳴い畦褒品   
l一‡その他（  

オ巣鷹が饗象匿眞島を採用丁  
る■に1捜している事項  

媒¶■F苔可  

E藁畠の傭■扶茨  

城平戚けキーt〉月おょび平鹿】l  

事ID月の伏況についてモ九fIし  

お答え（だ古い  

うち．後発匿ホ晶  

杓（   ）品巨  約（   ）品目  

約（   ）品巨  約（   ）品自  平虞】8年相月  
（2）★薬局の取り扱い処方せん枚数についてお肌きします．平成18年10月における、「（ア）1ヶ月  

全体の取り抜い処方せん枚数」、および「（イ）うち、1D月Z3日（月）－10月2，日（日）の取り   

扱い処方せん枚数」について、それぞれ（）内に数址をご記入ください．  （4）後先医薬品へ変モしたヰ合の．保険医療機関への†l報提供についておⅦきします．  

（ア）tケ月全体のtリ扱い   

丸万せん枚■   
①すべての取り濃い飽方せん枕■  （  ）枚  （  ）枚  

（pうち．「吐彙■1島へのだ王可J■に几方■の書名■が     （  
あも払方せん牧暮  ）枚  （  ）枚  

①うち、稟■にt彙■■晶にたモした処方せん牧■（l した   （  
品目でもt王■含も含む）  

）枚  （  ）枚  

匂）うち．t彙■■島¶■提供鞘萱嘉重した丸万せん   （  
蝕徽  ）枚  （  ）枚  

⑤r牡先憂」■ふへの■王可」疇に払方tの事名書はある机  
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が轟■収暮されなたわl．t彙E■晶に■王ナるこ  ）枚  （  ）枕   

とができない処方せん抜書  

l黙逆     2電話  3 FAX     4 電子メール  

†一報提供の方法                        5 心有さんを通じて（薬剤相和提供て諏〉  

t景匿■品へ■王し  
た場合の■欄事†書■  
¢■●■llへの†t●  8その他（  J  

攫供について  
傭■提供のl山■   l，転日  2．惑申1正  3 月りlに  

J・Il ■   4．次回空き暗まで  

さ その他（  ）   

什t踵供方法・■鷹  1，なし   

について優Il■サt  2．あり   

董・書†lなど  

城ありの胎は．■体I，  

な内■もご正人くださ  聞慎から発けた蔓    い   〕   

（a）後先医薬品への対応状況についてお聞きします．（平成柑年10月1現在）  

1．一誌雅珪藻品への変更可」l一に処方仮の著名等がなかったため、その  
慮tさんがt舞丘キ晶への■王モー薯した     旨を血者さんに三色明の上、変更しなかった   

が．処方せんの「址t■■島への℡■覇＝   2，処方直に附会し、了解を洞て変電した   

一に払方書の1名書がなかった鷹合．どの  3 処方1互に叫会したが、丁●宇が褐ら九す変更しなかった   
ょうな対応モしfしたか   4 その他（  

）   

牡t■■■▼   5．設問のようなケースrllこかった   

▲暑さんが■■鑑■且への文王を鶉慮した  1．む著さんが希罰する後光医躍品の編薪がなかったため、その旨女患者   

が、ムーきんが■曽ナふ一義■暮且の●暮  さんに説明し．賢下しなかった  塵塾生三互生皇、どのょうな対応モしfし  2患者さんが希望十る後発医薬品の傭祈がなかったため．直ちに手配   ；し、華甲した   
たカヽ   …●－●■◆ （】．壊札⑪古毛管に凧ナた Z．複軌矢向いただいた）   

落書■劇事可   
3 その他（  

）   

も0つけてください   4 股間のょうなケースはなかった   

（5）後発医薬品の使用促進にあたっての間鷹点・諜和事についてのご壬見、ご声望などがございまし  

たら、自由にご記入ください．  

質問は以上です．こ協力いただきありがとうこざいました。  

※巨塾〕こ陀入もよろし＜お節いいたし諾す．   

紙医薬品の使用状況調王  国  

■ 平成18年10月日日（月）から加白（日）までの1酬の状況をご記入ください．  

0「後発医薬品へ資王可」欄に処方医の一名琴があり、かつ冥府に後発医薬品に変更Lたすべての処方せん」ユ   

晶ヨでも董王した場合を含む）についてご†己入ください  

○上記の処方せんについて、1から番号を振り、「処方せん番号（冊．〉J亨■にご記入ください．ただし、必ずし   

も発行のE付順にナる必要はありません．（下記に紀暮した処方せんの合計放散が、様式1の（2）③のⅧ「（イ）   

うち、10／門－10／Z9の取り扱い処方せん枚数」欄の枚数と同じであるかを確圧してください．）  

○各々の処方せんについでは、処方せんに印された銘柄に上り調剤した場合の薬剤料を（山 間に、また、実   

際に（桂克医薬品へ変王して）叩刺した薬剤料を（鋸 欄にご一己入ください．錮は処方せんl枚ごと．暮   
位は「点」で＝t入ください．  
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※回答用難が足りない■合には、大た丑縮ですが．車用穀モコピーしてお使いください  

l叫   l輌珊   書中   書 ● …－  




